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１. はじめに 
 国土交通省により，平成 24 年度に CIM（Construction 

Information Modeling/Management）が提唱された．現在

CIM の提唱に付随し，各地方整備局で試行事業が実施さ

れているが，CIM の理解にとどまっており各段階で十分

に利用できていない．  

そこで，CIM の活用法について一般化することで，更

なる CIMの有効利用を図る必要がある．本稿では，先行

研究より CIMの見える化の技法を分析・整理する． 

  

２．合意形成におけるCIMの活用 

合意形成には，住民説明の場や受発注者間での協議の

場，学識者を含む委員会の場のような複数の場面が存在

する．専門知識を保有しない人と保有する人，ある特定

の事柄のみを専門とする人等，合意形成の場では多様な

関係者が存在する．そのため，協議に求められる事柄は

専門的な内容から日常生活の内容までそれぞれ異なり，

各協議にあった事柄をその都度準備する必要がある（図

-1）．そのような場面において， 2次元図面に加えて 3

次元モデルを活用し，各局面で求められる様々な事柄を

多様な関係者間で共有することを可能にするCIMは大変

役立つ． 

しかし，CIM事業の関係者が CIMの正しい理解をでき

ておらず，正しく活用できていないという現状がある．

CIM を合意形成の場において有効に活用していくために

は，何をすることで何が見えてくるのかといった CIMの

技法について一般化する必要がある． 

 

３．見える化の技法 

 先行研究より多様な関係者間で意味の共有をおこなう

ための CIMの技法を，見える化の技法として以下整理す

る．見える化の技法は主に，形状の見える化，属性の見

える化，話の見える化の 3つに分けられる． 

（１） 形状の見える化 

 形状の見える化とは，2 次元図面のみでは分からない

形状を 3 次元モデルを用いることで理解できるようにな

ることである．形状の見える化はさらに 4 つに分けられ

る． 

a)  図面の見える化（知識がない人への対応） 

 ①用語の理解，②図面の読解，③イメージの共有の 3

つに分けられる．津屋原沼築堤事業における住民説明を

事例とする．図-2 に示すように 2 次元図面や形状を表現

したのみの 3 次元モデルでは，専門知識のない住民に沼

沿いに道路ができる，景観を阻害するといった印象を与

えた．しかし図-3 に示すように部分的な箇所に 3 次元モ

デルを活用することで，豊かな環境を一望でき散歩道や

お月見場所として利用したくなる堤防，住居に近接する

が圧迫感を与えない構造をした堤防であることを住民と

共有できた．それにより，完成後の利用法等の具体的な

意見の収集をおこなえた． 

b) 構造の見える化（複雑形状の理解） 

 ①現地形の分析，②完成形の予想，③関係の確認の 3

つに分けられる．曽木分水路事業を事例とする． 

図面を読むことのできる専門家でも，周辺との関係性

や遠方からの見え，実際の水の流れ等は想像し難い．そ

こで，図-4 に示すように分水路線形の検討において 3 次

元モデルを活用した．さらに，図-5 に示すように 3 次元

モデルを活用することで，図面のみでは検討が不十分で

あった周辺環境に調和したデザイン等の景観検討をおこ

なうことが可能となった．2)
 

図-1 合意形成 

図-2 住民説明における活用 

図-3 複数視点からのイメージ 



c) 動きの見える化 

 ①視点の移動，②オブジェクトの移動，③視点とオブ

ジェクトの移動の 3つに分けられる． 

 図-6 に示すように，あるオブジェクトに対して複数視

点を設置し，視点の移動をおこなうことで，歩行者目線

での検討が可能となった．さらに図-7 に示すように，オ

ブジェクトの移動をおこない経年変化が見えることで，

撤去工程計画や施工工程計画等の検討が可能となった 3)．

視点とオブジェクトの移動については，交通シミュレー

ションの検討で活用されている． 

（２） 属性の見える化 

 属性の見える化とは，2 次元図面から作成された 3 次

元モデルに情報を与えることで，材料や応力・温度変化，

施工時期等が把握可能となることである．属性の見える

化は，以下の 2つに分けられる． 

a) 性状の見える化 

 橋梁を例にとると，コンクリートや鋼材，石材など使

用材料は様々である．各部材に対して材質やヤング率等，

使用材料の情報を定義することで，性状の把握が可能と

なる．図-8 に土質の例を示す．これにより，各土質の表

示・把握が可能となった． 

b) 現象の見える化 

 あるオブジェクトに外力が加わったり気象変化がおこ

ったりすることで，オブジェクトには変化が生じる．力

や音，温度等，オブジェクトに影響を与える現象の情報

を付加することで，応力や変位，温度変化等の把握が可

能となった． 

 

４．おわりに 

 本稿では，先行研究を通して見える化の技法を一般化

し，CIM の活用により様々な検討が可能となることを示

した．本稿では一部の事例・技法を示したが，その他の

事例・技法については，発表時に譲る． 
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図-8 土質の表示 

図-7 ダム撤去工程 

図-4 分水路線形の検討 

図-5 景観検討 

図-6  歩行者目線での検討 
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